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　水 稲 は，好 ア ン モ ニ ア 性 と言 われ，硝 酸 態窒 素施用 よ り

もア ン モ ニ ア態 窒素施用 で 生 育が 良い と さ れ て い る が
， 硝

酸 態 窒素 吸 収力 の 高 い 品種 も確認 さ れて い る （Bhuraら

1997）．．．．・
方，近年，畑作 ・畜産地帯の 灌漑水や 地 下水 に

含 まれ る高濃 度 の 硝 酸態 窒素 が 問題 に な っ て い る．そ こ で ，

本 実験 で は，水稲 を 高硝 酸態 窒素 含有 の 湛 漑水 で 栽培 して

硝酸態 窒素 を回収，利用 し，水質浄化が 出来れ ば 問題 解決

の
一

助 と な る との 考えか ら ， 好硝酸 性 水稲 品種の 選 出 と硝

酸 態窒 素に よる生 育状況 の 調査 を実施 した，まず，手持ち

の 水稲 135品種 を硝 酸 態 窒素 と ア ン モ ニ ア 態 窒 素，お よ び

両 窒索 の 混 合で 水耕 栽培 を行 い ，硝酸 態窒 素で 生育 の優 れ

る品種 を確 認 し，次 い で，硝 酸 態 窒 素 で 生 育 の 優 れ た IR

24と対照 品種 と して レ イホ ウ，並 び に 畜産 地帯 に お い て 飼

料 イネ と して 栽 培 が予 定 されて い る 西 海 飼253号 の 3 品種

に ア ン モ ニ ア態 窒素，硝 酸態 窒素，混 合窒 素 を施用 して 生

育 を比 較調査 した，

材料 と方法

実 験 1 ；硝酸 態 窒素 水耕 に よ る品 種 分 別

　佐 賀 大学 の ガ ラ ス 室 内 に 設 置 した 循 環型水 耕 ベ ッ ド （l

m × 4m × 15  ）に硝酸態窒素 ：N 区，ア ンモ ニ ア態窒 素 ；

A 区，混合 窒 素 （1 ： 1）：A ＋ N 区 を設 け，い ず れ の 区

も窒 素濃度 20ppm で，水稲 135品種 を水耕 した ．　 A 区 は，

窒 素源 と して 硫 酸 ア ン モ ニ ウム ，N 区 は，硝 酸 ナ トリウ ム ，

A ＋ N 区に は，硫酸ア ン モ ニ ウ ム と硝酸ナ トリ ウ ム を 1 ：

1の 割 合 で 施 用 した．別 途 10日問育 苗 した葉 令3．0の
．
苗を

栽植密度100本／ m2 で 植え，適 宜，間引 きを行 い な が ら2004

年 4 月29Liか ら 6月 17］」の 50 目問栽 培 し，各区 5 個体 の 全

乾物重 を測定 した．水耕液 の 組成 は，野 冏 ら （2005）の 水

耕 液組 成 を参考 に した ，水耕 液濃 度 は，移 植後 5 日目 まで

は，苗 の 植 え傷 み を防 ぐた め に通 常の 濃度 の 1／ 4 ，移 植

後 5 〜10 日目は，通 常 の 濃 度の 1 ／ 2 ，移 植後 10 日 目以 降

は，通常 の 濃 度20ppm と し た．ま た，水 耕 液の pH は，5．5

に設定 し，毎 01 回調整 した．

実 験 且 ：
“
好硝酸 性水稲

”
の 生育調査

　実験 1 の 硝酸 区で 生 育の 優 れ た IR24，対照 品種の レ イ

ホ ウ，参 考 晶種 の 西 海 飼253号 につ い て 実験 1 と 同様 に N

区，A 区，　 A ＋ N 区 （3 ： 1，1 ： 1 ，1 ： 3の 3 区）を設

け，60e 水 耕 液 コ ン テ ナーを用 い て 栽植 密 度 113本 ／   で

2005年 6 月 5H か ら 8 月17日に 水耕 した ．水耕液の 組成 と

濃 度管 理 は，実 験 1 と同様 と した．ま た，水 耕 液 の 交換は ，

5 日毎 に行 っ た．材 料 の 採取 は ，問引 き を 兼ね て 播種後15

日 目〜75日 目まで 15H 毎 に計 5 同行 い ，各 4 個 体採取 した ．

その 際 ， 植物個 体毎 に葉令，草丈，茎数を測 り，その 後，

植物個体を葉身，葉 鞘，稈，お よび根 に分 け，乾物 重 を測

定 した，根 は ，5 ％ ホ ル マ リン 溶 液 で 保存 し，コ ン ピュ
ー

タ
ー画 像解析 法 を利 用 し て根 長，根端 数 を測定 した後，乾

物重 を測定 した （Kimura　and 　Yamasaki　2001）．なお，　 A ＋

N 区の 結果の 表示は，3 区の 平均値を用 い た．

結果 と考察

実験 1 ：硝 酸態 窒素 水耕 によ る品種 分 別

　供 試135品種 中，Calrose　76，　 IR24 ，　 Italica，　 Rohtj　an ，ハ

タ ニ シ キ等20品種 （15％ ）が N 区，56品種 （41％ ）が A 区

に お い て 全乾 物 重 で 優 れ （5 ％ 水 準），59品種 （44％ ）が

A 区 と N 区で 差異 が 認 め られ な か っ た （デ
ー

タ 略），こ れ

らの 結果は，Eharttら （1997）の 試 験 を追 認す る もの で あ っ

た．N 区 で 生 育が 優 れ た 品種．の 中か ら IR24 を実．験 且 に
‘’
好

硝酸 性水 稲
”

とし て 供 試す る こ とと し た．

実験 H ：
“
好硝 酸性 水 稲 IR24”の 生 育

　播種後75日 目の 全 乾物 重 を第 ／図 に 示 した，全乾 物重 は，

IR24 で は N 区，　 A ＋ N 区が 優る 傾 向を示 した が ，実験 1 に

比べ て N 区の 差 異 が 明確 で なか っ た．その 原 因 と して は，

実験 1 の 栽培期問 が 実験 1 よ り15目 間長 く，早 くか ら繁 茂

した N 区 で は ，播種 後60日 目を過 ぎた 頃か ら過 繁茂 状態 と

な り，生育の 優位性が 維持出来なか っ た と考え られた．レ

イ ホ ウで は，A 区，　 A ＋ N 区，西 海 飼253号 で は ，　 N 区，

A ＋ N 区 が 高 い 値 を 示 し た．播種 後75日 目の 茎 数 を第 2 図

に示 した 。IR24 で は，　 N 区，　 A ＋ N 区，レ イ ホ ウ で は，　 A

区，A ＋ N 区，西海飼253号 で は，　 N 区A ＋ N 区 が 高 くな

る傾 向を示 した．播 種後75日 目の 節根数 を第 3 図 に 示 し た．

節根数は，IR24 ，西 海 飼253号 で は N 区 が高 い 値 を示 し，

キ
ーワ ード ：好硝酸性，硝酸態窒 素，水質浄化，水稲
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　 　 　 　 IR24　　　　　　　 レイホ ウ　　　　　　西海飼253 号

　　 　第 1図　 1株の全乾 物 重 （播種 後ア5日 目）

A ：ア ン モ ニ ア 区，A ＋N ：混合区，　 N ：硝酸区

縦線は 標準誤差，a ，　 b，　 c の 異符号 間で 有意差 〔5 ％ ）あ 1〕．
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IR24　　　 　　　　 レイホゥ　　　　　 　 西 海飼 253号

第 3図　 1株 の節根数 （播種 語 ア5日目）

　 　 　 　 　 　 IR24　 　 　 　 　　 　 　 レイホ ウ　 　 　　 　 西海 飼 253 号

　 　 　　 　第 5図 　1株の 総根 端 数 （播 種 後 75日 目）

レ イホ ウ で はA 区，A ＋ N 区が高 い 値 を示 した．播種 後 75

日 目 の 根長，播種後75日目 の 根端数，播種後75日 目の 比根

長 を第 4 ，5，6図 に示 した．根 の 生 育 を示 すい つ れ の 項

目も IR24 で はN 区，　 A ＋ N 区，レ イ ホ ウ，西 海飼253で は

A 区，A ＋ N 区が 高 い 値 を示 した．

　 こ れ らの 事 か ら IR24 で は 硝 酸態 窒 素 の 施 用 に 伴 っ て 地上

部 と と もに根系 も生 育 が優 れ た と考 え られ る．レ イ ホ ウで

は全 乾物重 と同様，硝酸 態 案素の 施用 で 根 系 も生 育が 劣 り，
一一
般 に 言わ れ て い る 傾 向 と同様で あっ た．西 海飼253号 で

は，硝酸 態窒 素 の 施 用 で 地 上部 の 生育 が優 れ て い たが，根

系 に つ い て は，節根数を除 く他の 項 目 は低か っ た ．そ の 原 因

と して は西 海 飼253号 の 太 根 とい う品種 特 性 が硝 酸態 窒 素

の 施用 で よ り明確 とな っ た もの と考 え られ る，また，本実

験 か ら品種 に よ っ て 地．ヒ部 と地 下部 の 反応 が ア ン モ ニ ア態

案素 と硝 酸態 窒素の 施 用 で 異 な る こ とが 示 唆 さ れ た ．な お，

IR24 の ように，好 硝 酸性 を．旱 す る 品種 は，硝 酸態 窒 素 高含

有 の 灌漑水 で 栽培 して も生 育が良好で あ り，体内の 硝酸態

案素濃度が 低 けれ ば飼料イ ネと して 利 用 可能 と考え られ る，

摘　　要
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　 　 　 TR24　 　　　　　 　 レイホ ウ　　　 　　　 西 海飼253号

　　 　 第 2 図　 1 株の 茎数 （播種後75日 目）

A ：ア ン モ ニ ア 区，A ＋ N ：混合区N ：硝酸 区，＃

縦線は標準誤差を，a ，　 b の 異符号間で 有 意差 （5 ％ ）あ り，
ns は有意 差な し，＃

＃ ：第 2図
〜

第 6図 の 説明は 同様．
　 140000

　 120000

　 100 eo

§ soooo
醺
蕁

60000

　 生oeoo

　 20000

　 　 0

300250

ゑ200

蓴
峯
L5°

Nloo50

fl 口A 図 A＋N ■ N

　 IR24　　　　　　　 レイホウ　　　　　　 西海飼253号

第 4図 　 1株 の総根長 （播種後ア5日目）

（］

　 　 　 　 IR24　 　　　　　 　 レイホ ウ　　　 　　　西海飼253号

　 　 第 6図 　比根長 （根長／根重〉 （播種後75日目）

窒 素源 を硝 酸態 窒素 〔N 区），ア ン モ ニ ア 態窒素 〔A 区 ），

両者混合窒素 （A ＋ N 区） と して 水稲 135品種 を50日間水

耕 栽培 した と こ ろ ，20品種 （15％ ）が N 区，56品種 （41％ ）

が A 区で 生 育が 優 れ，59品種 （44％〉が差 異 が なか っ た．

次 い で ，N 区 で 生 育 が 優 っ た IR24，　 A 区で 生 育が 優 っ た

レ イ ホ ウ並 び に 参 考 品種 と して 西 海 飼253号 を供 試 して ，

N 区，A 区 ，
　 A ＋ N 区で 再度，水耕栽培 した とこ ろ，　 IR24 ，

西 海飼 253号 で はN 区，A 十 N 区，レ イ ホ ウで はA 区，　 A

＋ N 区の 生 育が優 れ た．
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